
導入の背景
八幡市の行政を担う地域イントラ
ネットシステムが抱えた課題

　長い木造の橋の上を江戸時代の旅人が行き
来する光景は、時代劇などでよく見かけます。
そのロケ地として知られる日本最大級の木造
橋、流れ橋をはじめ、徳川家光が造営した社

殿のある石清水八幡
宮、四季折々に多彩
な表情をもつ男山、
木津川・宇治川・桂
川の三川が合流した
地に広がる田園風
景、京都の味が楽し
める松花堂弁当な
ど、八幡市は歴史文
化と自然が織りなす
詩情豊かな町です。
　また、京都府の南
西部、京都市と大阪

市の中間に位置することから、住宅適地とし
ての顔もあります。2002 年には「人と自然が
共生する環境にやさしいまち」づくりに向け
て環境自治体宣言も行っています。
　この歴史と自然を守り、心豊かな暮らしを
支えていく八幡市。八幡市の ICTインフラであ
る地域イントラネットシステムは、市職員が
メールやグループウェア等日常業務で利用し
ている、行政の中核をなすシステムです。
　「2002 年に導入した地域イントラネットシ
ステムは、2010年のシステム更新にあたって、
システムの老朽化とともに行政情報化の推進
に伴うサーバ台数の増大や安定稼働、業務継
続性、省電力による環境負荷の軽減などさま
ざまな課題が生じていました」と、八幡市 総
務部 IT 推進課 IT 推進係 係長 岩崎真哉氏は語
ります。

歴史と自然に彩られた八幡市は、行政を支える地域イントラネットシステムのリプレースにおいて、PC サーバ PRIMERGY + Hyper-V を導入し、
仮想化によるサーバ集約を実現しました。サーバ台数は1/3となりスペース不足も解消、運用管理コストも大幅に削減。サーバ性能の向上やリソー
スの最適化により消費電力量も削減し環境負荷の軽減にも貢献しています。また、コストを抑制しながら、ライブマイグレーション構成により
可用性を高め、業務継続性の向上も図っています。

業　　　　種： 自治体
ハードウェア： PCサーバ PRIMERGY RX300 S6、ストレージ ETERNUS DX60
ソフトウェア： 仮想化ソフトウェア Windows Server 2008 R2 Hyper-V、SCVMM（System Center Virtual Machine Manager 2008 R2）

導入事例概要

行政情報化の推進に伴うサーバ台数の増加により設置スペースが不足していた 仮想化によるサーバ集約で、12 台のサーバを 4 台に。ラック 1 本ですべて
のシステムを収容。サーバ保守費用も 1/3に削減

サーバ性能の向上により従来製品と比べて大幅に消費電力量を削減。さら
にリソースの最適化により省電力効果を拡大

ライブマイグレーション構成によりシステムの可用性が向上。1台のサーバ
がダウンしても仮想マシンが自動的に他のサーバに移動して再起動。復旧時
間を短縮し、業務継続性が向上

消費電力量を削減し環境負荷の軽減を図りたい

ハードウェアの障害による復旧に長時間を要していた

導入のポイント
システムの安定稼働と省スペース化
を実現するために仮想化を採用

　従来の地域イントラネットシステムにおい
て重要な課題が、システムの安定稼働の実現
でした。「コスト削減の観点から、ドメインコ
ントローラやグループウェアなどが同じサー
バ上で動作していたため、1 つのアプリケー
ションを変更すると、同居している他の業務
に影響が出てしまうことがありました。また
ハードウェア障害時の業務への影響拡大もリ
スクとなっていました」（岩崎氏）。
　安定稼働のために「1 台のサーバは 1 つの
業務にしたい」（岩崎氏）。そのためには多数
のサーバが必要になりますが、設置スペース
に余裕はありませんでした。「情報系システム、
基幹系システム、教育情報システムのすべて
のサーバが同じサーバルームの中に収容され
ています。基幹系システムの更新に伴う新旧
サーバの並行稼働もあり、サーバルームのス
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八幡市 様
行政情報化の推進に伴って増加するサーバを Hyper-Vにより集約
サーバ台数を 1/3に削減し、省スペース、省電力を実現
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ペースはほとんど空きがない状態でした。と、
八幡市 総務部 IT 推進課 課長補佐 小西賢治氏
は話します。
　課題解決のために同市が着目したのが仮想
化技術でした。仮想化により、1 つの仮想マ
シンに 1 つの業務を任せることが可能となる
とともに、仮想化したサーバを集約すること
で今後の増加が予想されるサーバ台数の削減
も図れます。加えて可用性の向上や消費電力
量の削減などへの期待もありました。
　仮想化ソフトウェアの検討に入った同市は、
最終的に Hyper-V を選択しました。その理由
について「Hyper-V は Windows Server 2008 
R2 の機能の一つですから、コストメリットが
あるという認識をもっていました。地域イント
ラネットシステムで稼動している製品がほとん
ど Windowsで稼働する製品で Hyper-Vにも対
応していましたし、ライブマイグレーション構
成によりコストを抑えながら可用性を向上でき
る点もポイントになりました。また Hyper-V
の導入実績も多くなり、身近で導入した話もよ
く耳にするようになったことも背景としてあり
ました」と、岩崎氏は説明します。

導入のプロセス
初めての仮想化導入に対する不安を
富士通エフサスのプロジェクト運営が解消

　同市では、地域イントラネットシステムの
サーバ及び議会中継・会議録検索システムの
更新について RFP（提案依頼書）を提示し
2010 年 10 月に一般競争入札を実施。仕様書
には課題解決やコスト、Hyper-V の導入実績

に加え、入札参加資格としてマイクロソフト
のゴールドパートナーであることも記載され
ていました。
　入札の結果、落札者となったのが富士通エ
フサスでした。「八幡市にとって仮想化システ
ムの導入は初めてだったので、当初は仮想環
境の操作や運用方法に対するとまどいもあり
ました」と、八幡市 総務部 IT推進課 IT推進係 
主任 安田和久氏は話します。しかし、富士通
エフサスの対応により不安は解消されました。
「運用の設計書や手順書などのドキュメントを
しっかりとつくっていただいたので初めて仮
想化に携わる私でも、やりながら理解してい
くことができました。今後、運用していく上
でもこれらのドキュメントは役に立つと思い
ます」（安田氏）。
　プロジェクトの進行について「課題の管理
やマイクロソフトへの問い合わせなど、富士
通エフサスの的確かつ迅速なプロジェクト運
営によって計画通りに進めることができまし
た」と、小西氏も対応を評価します。
　新システムは 2011 年 2 月に稼働、リスク分
散を考慮して段階的に導入されました。新シス
テムの構成は、仮想化システムで多くの実績を
持つPCサーバ PRIMERGY RX300 S6とストレー
ジ ETERNUS DX60 を中核に、仮想化の基盤に
は Hyper-V を採用。ホスト OS には Windows 
Server 2008 R2 Enterprise を導入、4 台のホス
トでそれぞれ 3 台の仮想マシンを運用しライブ
マイグレーション構成を取っています。
　この構成であれば、一台の物理サーバに障
害が発生した場合、その他のサーバに分散し
て移動し再起動までを自動で行う運用設計を
することで、OS に付属する無償の仮想ライセ
ンスを最大限に利用し、コストを最小限にと
どめながら可用性を高めることができます。
「運用上、従来から毎週土曜日にサーバの再起

動を行っていますが、物理サーバの再起動の
際、仮想サーバを事前に他のサーバに移動さ
せておくことで業務への影響も最小化できま
した」と小西氏は語ります。

導入の効果と今後の展開
サーバ台数を 1/3 に削減、設置スペー
ス不足の解消、省電力にも貢献

　導入効果として一目でわかるのが、サーバ
台数の削減です。「従来に比べてサーバ台数が
1/3 になり、3 台以上のラックに分散して配置
していたサーバが、ラック 1本ですべて収まっ
ています。当然、物理サーバの保守費用も 1/3
に削減できました」（安田氏）。
　サーバの性能が向上したことで従来製品と比
較して大幅な消費電力量の削減を実現した上
に、リソースの有効活用により省電力効果も拡
大するなど環境負荷の軽減に貢献しています。
また、管理サーバに SCVMM （System Center 
Virtual Machine Manager）と SCOM（System 
Center Operations Manager）とを合わせて導
入し、リソースの活用状況も含めた仮想環境の
一元管理と見える化を実現しました。
　今後の展開について「なによりも安定稼働
です。当市にとって仮想化システムの運用は
初めてなので、富士通エフサスには継続的に
きめ細かなサポートをお願いします。また震
災後、設備の見直しなど災害対策の強化も今
後は重要なテーマになると考えています。水
害に備えて設備の設置場所なども、今後検討
していく必要がありますね」と、岩崎氏は語
ります。
　「自然と歴史文化が調和し、人が輝く、やす
らぎの生活都市」、八幡市の取り組みを富士通
はこれからも先進技術と総合力を駆使し支援
してまいります。

CG4542  2012年 1 月 AP
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八幡市 総務部 IT推進課の皆様と富士通エフサス担当者

仮想化によるライブマイグレーション構成により可用性を高め、業務継続性を向上

【京都八幡市様システム構成図】
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